
2013（平成 25）年度 
 
日本英文学会九州支部 編集委員会 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
日 時：2013（平成 25）年 10 月 26 日（土） 午前 10 時より（10 時 45 まで） 
場 所：鹿児島国際大学 7 号館 3 階「国際文化学部会議室」 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 
議事： 
１．『英文学研究』第 29 号（支部統合号 Vol. V）の刊行について 
   第 29 号の刊行があったことが報告された。 
２．『英文学研究』第 30 号（支部統合号 Vol. VI）について 
   先に採用が決まった 2 編と、再審査を経て採用となった 2 編合わせて計 4 編の論文が

掲載されることが報告された。 
３．支部大会統合プロシーディングズについて 
   プロシーディングズが 9 月 15 日発行された。書式と締め切りの遵守を院生に指導して

ほしいと事務局より依頼があった。なお、今後様々な学会活動をしていく上では経費削

減の可能性もあるが、今のところ、支部大会資料統合版、英文学研究統合版、プロシー

ディングズ統合版の経費については、それを削減する必要はないという見解で一致した。 
４．九州支部「優秀論文賞」、「奨励賞」の審査について 
   掲載予定の 4 本の論文を検討した結果、今回は優秀論文賞、奨励賞とも該当論文はな

し。 
５．九州支部学会賞（優秀論文賞、奨励賞）の対象（資格要件）について 
   優秀論文賞は原則、査読者 3 名が A もしくは A⁻の評価のものを候補とすることでおお

むね了承され、最終決定は次回の編集委員会で審議することになった。なお、院生も含

め、全ての論文を候補とすることが改めて確認された。 
奨励賞については、日本英文学会新人賞規定に基づき、応募時に満 37 歳未満であり、

修士号取得後 5 年以内であるという案が示されたが、年齢に関しては再度検討し、また、

評価は編集委員が妥当と認めた論文とすることを、次回の編集委員会で審議決定する。 
６．編集委員の交代について 
   大島由起子氏（米文学）の退任に伴い、後任を米文学の編集委員で協議して提案する。 

（この後、後任には、鹿児島大学教授の竹内勝徳氏が決定した。） 
７．『英文学研究支部統合号』の電子化について 
  統合号の電子化について、投稿規定にある通り、公開する権利が日本英文学会にあるこ

とを確認。 
 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝出席者 14 名（敬称略、五十音順）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 

鵜飼 信光（英文学）           大島 由起子（米文学）          
太田 一昭（英文学）          大橋 浩 （英語学・編集委員長）    
小谷 耕二（米文学）          小林 潤司（英文学）   
高橋 勤 （米文学）          登田 龍彦（英語学）         



西岡 宣明（英語学）          向井 毅 （英語学）           
村里 好俊（英文学・支部長）      宮原 一成（英文学）     

山田 英二（英語学） 



2013（平成 25）年度 
 
日本英文学会九州支部 評議員会・理事会 
 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
日 時：2013（平成 25）年 10 月 26 日（土） 午前 10 時 50 分より（11 時 40 まで） 
場 所： 鹿児島国際大学 7 号館 3 階「国際文化学部会議室」 
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議事： 
１． 活動報告 
   例年通りの支部大会資料統合版、英文学研究統合版、プロシーディングズ統合版の発

行に加え、今年度は招待発表者を英文学部門 2 名、米文学部門 1 名、英語学部門 1 名、
招聘したことが報告された。 

２． 会計報告 
事務局長の難波美和子氏より、平成 24 年度（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31

日）の会計報告がなされ、監査の小林潤司氏から確認の報告があった。 
３． 統合号出版経費負担について 

経費負担について以下の通り報告があった。 
支部大会資料統合版（分担金 67，305 円）、プロシーディングズ統合版（分担金 85，400
円）、『英文学研究』統合版（分担金は年明けに本部から請求予定） 

４． 支部理事選挙について 
今年度はなく、来年度実施予定。 

５． 編集委員会報告 
・『九州英文学』第 30 号の結果報告。投稿数 11 本（英文学 4 本、アメリカ文学、6 本、
英語学 1 本）中、採用 4 編（英文学 2 本、アメリカ文学 2 本） 
・優秀論文賞、奨励賞の該当論文はなし。 
・優秀論文賞、奨励賞の審査基準については来年度の委員会で最終決定される。 
・編集委員の大島由起子氏（アメリカ文学）の退任に伴い、後任を検討することが報
告された。（後日、検討の結果、鹿児島大学竹内勝徳教授が選出された。） 

６． 支部事務局の交替・新支部長の選出について 
事務局が九州大学から熊本県立大学に交替したこと、及び、熊本県立大学文学部教授、村

里好俊新支部長選出の報告があった。 
７． 支部選出本部理事・評議員の選出について 

本部理事は村里支部長、評議員は九州大学文学部、鵜飼信光教授。 
８． 来年度の全国大会、及び、支部大会の開催大学について 

全国大会は 5 月 24 日、25 日に北海道大学にて。支部大会は 10 月 25 日、26 日に福岡女
子大学にて予定されている。 

９.  その他 
   事務局長の難波氏より、平成 26 年度予算案の提案があった。なお、25 年度からの繰

越金については、年度途中のため、概算額。優秀論文賞、奨励賞が採択されれば、その
経費も計上する。支部企画行事経費（寄付金支出）（講演料、旅費）、出版助成や若手を
支援する経費も今後検討することで了承された。 

 
 
 



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝出席者 14 名（敬称略、五十音順）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
《評議員》 
飯田 敏博 鹿児島国際大学 
井石 哲也 活水女子大学 
金子 光茂 大分大学 
新名桂子    宮崎大学（代理） 
難波 美和子 熊本県立大学 
西村 美保 福岡教育大学 
虹林 慶 九州工業大学 
藤野功一    西南学院大学（代理） 
山田 健太郎 長崎県立大学 
大和 高行 鹿児島大学 
山根 一文 中村学園大学 
吉田 兼次 琉球大学 
吉村 治郎 九州大学（伊都） 
尾曲 巧    鹿児島純心大学 
 

《理事》 
鵜飼信光 
大島由起子 
太田一昭 
大橋 浩 
小谷耕二 
小林潤司 
高橋 勤 
竹内勝徳 
登田龍彦 
西岡 宣明 
向井毅 
山田英二 
村里好俊 

《事務局》 
水尾 文子 
村尾 治彦 
（難波美和子） 
（村里好俊） 
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